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なる溶接部の疲労破壊制御に注目している。 SPB 方式のアルミニウム合金製 LNG タンクを取り上げ、疲労強度
に最も大きい影響を与える溶接ビード形状の改善と溶込み深さなどを一定に保持する溶接条件の設定アルゴリズ
ムを提案し、これらを組込んだ自動制御システムの有効性を実証しているo
(4) 本論文で提案するプログラム制御による溶接施工法を用いて、 SPB 方式アルミニウム合金製 LNG タンクの実建
造を行い、提案手法によって高品質で信頼性の高い溶接が確保できることを実証している。
以上のように、本論文では、開発したプログラム制御方式が、鋼及びアルミニウム合金を用いた船舶構造の溶接施
工に十分に適用でき、プログラム制御方式が適正な溶接品質を確保しつつ、脱技能化と省力化によって生産性向上が
図れることを実証している o その手法は造船溶接に適用できるのみならず、広く溶接構造物の施工に応用できる基礎
的考え方を提示しており、その成果は溶接工学及び生産システム工学の発展に寄与するところが大である o
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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